
PRAY+LIFE ―このプロジェクトを一言で表現するなら、3.11以降の「福

島の人たちの普通の言葉を残していく活動」と言えるだろう。いわき市に

住む藤城光氏が、福島に住み続ける人、そして福島から避難している人た

ち等にインタビューを行い、活動をする中で出会った人たちと協力しな

がらウェブサイトと小冊子にて、その言葉をテキストの形で残し続けている。

　この活動は、東日本大震災の混乱が長引く中、彼女自身の「何かできな

いだろうか」という強い思いから始まった。当初は手探りで様々な活動を

検討していたが、徐々に一人ひとりの体験や想いからなる言葉を残してい

くかたちに結実した。その背景には、彼女なりの「言葉」に対する思いがあっ

たようだ。3.11から1年半以上経った今でも「言葉を失う」局面に立ち会

うことが少なくない。放射能や原発に対する考え方の違い、避難した先で

の地元住民との温度差…。震災や原発事故によってもたらされた様々な

思いを背景に、周囲に配慮しながら言葉を選び、素直に語り合えない状況

が生じている。

　その中で、当事者が語りたくても語り得ない言葉を、当事者である藤城

氏自身が拾い続けていく試みがPRAY+LIFEだ。彼女は「何かを伝えたい

というよりも、言葉を残していきたいという気持ちが強い」と言う。それは

ある意味で、彼女自身が福島で暮らしていること、その覚悟と祈りに近い

感情を抱えているからこそのようにも思う。

　PRAY+LIFEは、今後30年、続けていくことが目指されている。その中で、

皆が福島のことを「普通」に語れる日が来てほしいと、彼女は望む。たまた

ま出会った人と個人的な想いを正直に交わすことができ、何の遠慮もな

く互いの存在が自然と成立していくような、そういう「普通」である。確かに、

彼女が紡いでくれた人々の言葉と接していると、ぼくらと「同じだ」と気付

く瞬間がある。日々の中で様々な葛藤に出会い、時に落ち込み、そしてそ

の後にとびっきりの笑いが訪れるような、そんなぼくらと同じ普通の暮ら

しが、そこにある。

　また、活動を続ける中で「数人と正直な話をしてみたい」と語る人に出

会うことが少なくないそうだ。おそらく彼女と言葉を交わす中で、気持ち

が少しずつ変化していくのだと思う。今後は、今まで出会った人たちのそ

うした思いを受けとめながら、新たな展開を見出していくことになるのだろう。

未来に向かって当事者と伴走

する彼女自身もまた、長い時間

をかけて「普通」という実感をた

ぐり寄せていく。PRAY+LIFE
に綴られた言葉から感じる可

能性は、そうした姿勢にこそ、あ

るのかもしれない。

文＝田北雅裕

福島の声を紡ぐサイト
「PRAY+LIFE」
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風評被害を吹き飛ばし、被災地にエールを送ろ
う―。そんな思いを込めた大阪の木材業界の「復
興市」が11月27日、大阪木材相互市場（大阪市
港区）で開かれた。木材会社の若手経営者らで
つくる大阪木材青年経営者協議会と、木材相互
市場などが昨年に続いて企画。関西で東北産木
材の利用促進をアピールし、経済復興をサポー
トするのが狙いだ。今年は、原発事故に伴う風
評被害に直面している福島県産の製材を中心
にセリが行われ、あっという間に完売。復興支
援の一歩を刻んだ。
　木材相互市場には福島県産のほか、復興市を
盛り上げようと和歌山・紀南と岡山・美作の業
界からも木材が運び込まれ、トータルで約64立
方メートルのスギやヒノキが高々と積み上げら
れていた。
　材木に関しては現在、放射線量の目安となる
国の基準値が定められていない。このため、福
島の業界では自主管理基準値を定め、各地の製
材工場で表面の放射線量を定期的に測定。基

準値を下回ったものだけを出荷対象にしている。
それでも県外向けの出荷量は震災前に比べ３
割近くも落ち込んでいるという。
　木の香りが漂うセリの会場には「日本復興応
援団」や「ありがとう　大阪　美作　紀南の皆
さん」などの横断幕が掲げられ、復興を祈念す
るように鐘の音が響き渡った。
「さぁ、買おてや。５万円からいきましょか？」
　独特の節回しでセリが始まると次々と手が
上がり、買い手が決まる。木材は30分足らずで
完売し、併催の年末謝恩市を含め、売り上げは
約1億6000万円。
　大阪木材青年経営者協議会の企画・渉外委
員長をつとめる久々山（くぐやま）大樹さん（38）
は２人の子供の二段ベッドをつくるために福島
県産材を購入した。「わが子にも使える安全な
製材だとアピールし、福島県産材の利用促進の
草の根活動をしていきたい」
　復興市には福島県から県木材青壮年協会の
メンバーも参加。いわき市で材木店を経営する

同協会会長の大平宏之さん（44）は、「大阪の業
界仲間から『製材をきちんと管理しているのに、
なぜもっとPRしないのか』と激励され、元気を
いただいた。復興に向け、前進していきたい」と
話していた。
　大阪木材相互市場の花尻忠夫社長の言葉が
力強かった。「戦後の日本の復興は、福島など東
北地方の方々の粘り強い働きのおかげ。今こそ
恩返しをするときだと思う」と。

大阪で開かれた東北産の木材の「復興市」。
福島県産の製材を中心に瞬く間に完売した。

住んでよし 心ゆたかな 木の住まい
福島県木材青壮年協会　電話：024-523-3307

関西最大級 国産材がそろう
株式会社 大阪木材相互市場　電話：06-6574-1131

『避難親子のひだまり日記』より《口ぐせ》
http://hidamari4koma.blog.fc2.com

風評被害を吹き飛ばせ

大阪で福島産木材の復興市

今回は「福島特集」です。    
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購入で
 応援しよう！ 

— チャリティ通販 —

［新米食べ比べセット］
（南会津郡下郷町）

お米の名産地で7代続く農園が、美味しさと安全性にこだ
わり抜いた新米。県内外の飲食店も太鼓判の名品3種と、
各々に混ぜて使える古代健康米「紫黒米」のセットです。

1箱（1枚約90g、5枚入り） 1,050円
ご注文は⇒ 株式会社 貴千
電話：0120-690-717   
http://www.komatsuya3rd.com/

3,500円 
コシヒカリ白米２kg、ひとめぼれ白米２kg、
コガネモチ白米２kg、紫黒米150gのセットになります。

ご注文は⇒ 株式会社ディスクヴィレッジ
電話：0241-67-2786
http://www.disc-village.com/　

舩橋淳著　
岩波書店

1,575円 
お買い求めは⇒ 

お近くの書店で

※著者監督による同名ド
キュメンタリー映画も各
地で公開中

1,575円 

お買い求めは⇒ 

株式会社 赤々舎
電話：03-6434-0636　
FAX: 03-6434-0618

http://www.akaaka.

com/

福島民報：http://www.minpo.jp/　
電話：0120-373-437

福島民友：http://www.minyu-net.com/　
電話：0120-152-214
県外からの購読情報は⇒ 
http://www.zempan-group.co.jp

編集後記
今号は福島特集。「福島」という状況ではなく、そこに住む個々人の今の日常とそ
の非日常性に少しでも想いを馳せ、自らの日常を大切にしてほしい。状況は違え
ど、みな懸命に暮らしている。未来の創造は想像から始まる。（相澤久美）

震災リゲインプレスとは
遠くにいてもあなた自身ができる、ちいさな震災復興支援をご紹介するフリーペー
パーです。年4回発行。日本全国誰もが未知の震災に「備えて」欲しいという願い
も込めた媒体です。震災支援者の活動状況をお伝えするウェブサイト「震災リゲ
イン」（www.shinsairegain.jp）の姉妹メディアでもあります。

ご意見、情報もお待ちしています
一般社団法人 震災リゲイン 震災リゲインプレス編集部
〒 106-0044 東京都港区東麻布 2-28-6　電話 :03-3584-3430　Fax：03-3560-2047

発行継続のためのご寄付願い
震災の多い日本で、無料の震災専門紙として継続発行を目指す小紙をご支援下さい。
ご寄付頂いた方々のお名前はウェブサイトでご紹介するほか、ご希望者には毎号お届
けします（郵送先を編集部までご通知下さい）。 
個人１口3千円／年、 法人・団体１口 30,000円／年から。
下記いずれかにご入金願います。

● ゆうちょ銀行総合口座　記号:10000　番号:82078551　名義:震災リゲイン
● ジャパンネット銀行 すずめ支店　普通口座 8283215　名義:一般社団法人震災リゲイン

「かーちゃん」は負けない！　原発事故で避難を余儀
なくされている福島県飯舘村や浪江町、葛尾村など、あ
ぶくま地域の女性農家たちが、食の再生と自立を目指
して奮闘している。
　震災前にブランド化していた飯舘のジャガイモ「イー
タテベイク」を福島市内で新たに植え付け、クッキー
として商品化。漬け物やもち、味噌、そして毎日メニュー
が替わる手作り弁当にも「かーちゃんの味と知恵」を
生かし、福島市内の拠点を通じて売り出す。
　放射性物質の安全基準は国より厳しい1キロ当た
り20ベクレル未満に設定し、福島大学と連携してすべ
ての食材を測定。年会費1万円のサポーター会員には
夏と冬の年２回、それぞれ3000円相当の商品を届け、
かーちゃんたちの元気と笑顔を感じてもらっている。

いわき生まれ・在住の増田伸夫さんの「この街で映画祭
を」という想いから実行委員会が生まれ、実現した映画
祭。第1回は2011年2月に開かれ、その翌月に震災が
起きた。第2回を実施すべきか気持ちも揺れたが、「先の
見えない今こそ、前を向ける目標をつくろう」というス
タッフ達の声に背中を押され、予定通りの開催を決意。
「震災復興のイメージに捉われず、前回同様、地域やジャ

ンルを越えた意欲作＝ぼうけん作品を上映したい。も
ちろんその中に、原発事故などと向き合った作品もあっ
ていい」（増田さん）。今回は公募枠44作品、招待枠3作
品を上映予定。会場にて観客の投票により優秀作品2

作を選考する。声高に復興を叫ぶのではなく、ありきた
りな日常をただ淡々と繋いでゆく決意がそこにはある。

震災後すぐにありったけのペットフードを車に積み込
んで南相馬市へ。いなくなったペットを探したり飼い
主を失った犬や猫の面倒をみたり、そんな中、Do One 

Goodの支援の形は「被災した飼い主とペット動物を
一緒にサポートしよう」というものだ。
　ともすれば部屋にこもってしまいがちな状況になり
かねない仮設住宅。震災前は畑を走り回っていた犬に、

今はリードをつけて散歩をさせる高齢の飼い主。その
手伝いをしていると、ワンちゃんを中心に、以前は動物
嫌いだった人も集まってきてお喋りが始まる。支援を
通じて見えてきた、人の暮らしに動物が果たしてくれる
こと、人と動物との間にある関係。南相馬など仮設住
宅の飼い主とペットのもとに物資が送られ人が訪れ、
きめ細かい活動が続いている。

“じゃんがら”が紡ぐ暮らしの「声」

［かーちゃんの力
ちから

・プロジェクト］　
http://www.ka-tyan.com　電話: 024-567-7273

［寄付先］ ひまわり信用金庫 泉支店　普通預金 1124632

口座名義：いわきぼうけん映画祭実行委員会事務局 増田伸夫

開催：2013年2月9日（土）、10日（日）
会場：いわき芸術文化交流館アリオス
〒970-8026 福島県いわき市平字三崎1番地の6

［寄付先］ みずほ銀行 玉川支店　
普通預金 1153536　口座名義：Do One Good

ボランティアの募集情報は上記ウェブサイトを参照。

日常を取り戻すこともまた「冒険」

仮設住宅での人とペットのあり方
［Do One Good］   http://doonegood.jp/rescue/  電話: 03-5433-2988

あなたにも
できる

復興支援！

『じゃんがら』をご希望者に郵送します。郵送先とお電話を明記して小紙宛お手紙かFaxを
（宛先右頁下）。送料のみご負担願います（代金引換便）。なお上記ブログでも「声」を発信中。

飯舘の母ら故郷の味で
自立目指す  

［いわきぼうけん映画祭］  http://ibff.jp/   メール: iwakibouken@gmail.com

支援金
を送る サポーター

になる

支援金
を送る

支援金
を送る

映画祭
に行く

支援金
を送る

参加
する

寄付かサポーター入会かを電話申告のうえ
以下へ入金。（ウェブサイトにも詳細説明あり）

［振込先］ 東邦銀行 蓬莱支店 普通預金 518856 

口座名義: かーちゃんの力.プロジェクト協議会

震災以降、放射能と一緒に福島に届くようになった外
からの「声」。その声に向けて、「あなたたちが日々暮ら
しているのと同じように私たちもここで普通に暮らし
ている」という「声」を伝えたい…
　2011年のお盆も、福島県いわき市から太鼓と鉦

かね

の音
が絶えることはなかった。その年亡くなった魂を慰め
るために行われる「じゃんがら念仏踊り」。あの日を境

に変わったこと、変わらないこと、すべてがこの地の今
の暮らし。伝統芸能を途絶えさせないためというより、
被災地でこれからも紡がれていく普通の暮らしを記憶
に留め、それを「声」にして届けるTSUMUGUプロジェ
クト。2012年春にはじゃんがら念仏踊りを特集した冊
子『じゃんがら』を制作し、来春には第2弾『獅子舞』を
発行予定だ。

埼玉県の廃校の避難所に町ごと「移住」を強いられた
双葉町民の「日常」を丹念に追いながら、福島と日本
の異常な状況を告発。原発被災者の声なき叫びに耳
を澄まし続けたい。

3.11後、過去や未来への議論の一方で見失いがちな
「今」を考える一冊。宮城県内外の表現者10数名が語
る大切な言葉が幾重にも響き合う。せんだいメディア
テーク機関誌の第4号。

福島県の2大地方紙。原発被害の補償問題や復興情
報、県内各地の放射線量の情報など、福島の実情を
把握できる貴重なメ
ディアだ。Webの他、
東京都区内の一部で
は配達購読も可能。

［寄付先］ 
東邦銀行 平支店　普通預金 2419420　
口座名義：ツムグプロジェクト

日替わりの手作
り弁当は生協や
仮設住宅の入居
者に配送。加工
食品は県外から
の注文も受け付
けている。

郷土伝来のサンマすり身焼を、かまぼこで再現。
老舗の技術と挑戦心、そして地元水産の苦境に
も安心な形で故郷の味を守る想いが詰まった逸
品です。他「かつおのたたき風蒲鉾」なども。

小名浜の家庭料理を
かまぼこで再現
［さんまのぽーぽー焼風蒲鉾］（いわき市）

会津米の誇りは「安心な美味しさ」

原発被災者に寄り添う
視線を共有する

震災後の「今」を
地に足つけて考える

原発災害を追い続ける
地方紙の役割

［書籍：フタバから遠く離れて］ ［書籍：ミルフィユ04 今日のつくり方］ ［新聞：福島民報・福島民友］

※表示価格はすべて税込です（送料別）。　
※ここに掲載されている飲食品はすべて、放射性物質検査の
結果が国 の定める基準値以下のものです （2012年12月1日）。

冊子を
読む

［TSUMUGUプロジェクト］　http://tsumugupjt.exblog.jp/   電話: 090-6152-6107 主原料のたらは主に北南米沖、
さんまは北海道や三陸沖での漁獲。全袋放射能検査を実施。写真はコシヒカリ白米。

読んで知る震災と復興 ―書評ほか―


